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古
賀
最
高
顧
問
、
そ
し
て
佐

藤
会
長
は
じ
め
、
全
国
か
ら
お

集
ま
り
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
道
路
行
政
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
、
ま
た
、
ト
ラ
ッ

ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
業

界
の
皆
様
を
は
じ
め
、
我
が
国

の
社
会
経
済
・
国
民
生
活
を

支
え
る
大
事
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
全
て
の
皆

様
に
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
日
、
「
全
国

道
路
利
用
者
会
議

第
78
回
定
時
総

会
」
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し

て
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
15
年
、
ま
た
、
熊
本
地
震
か

ら
10
年
の
節
目
に
当
た
り
ま

す
。
私
自
身
、
熊
本
地
震
の
本

震
を
熊
本
で
経
験
を
し
、
甚
大

な
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
が
、
そ
の
経
験
を
通
じ
ま

し
て
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
国
土
強
靱
化
の
取
り
組
み

の
重
要
性
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

災
害
に
屈
し
な
い
強
靱
な
国

土
づ
く
り
は
、
ま
さ
に
政
府
と

し
て
推
進
し
て
い
る
「
危
機
管

理
投
資
」
で
あ
り
、
「
第
１
次

国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」

を
踏
ま
え
た
関
係
予
算
を
し
っ

か
り
と
要
求
し
て
い
き
、
高
規

格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

の
解
消
や
老
朽
化
対
策
等
の
抜

本
的
対
策
を
含
め
、
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
取
り
組
み

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
列
島
を
強
く
豊

か
に
す
る
「
成
長
投
資
」
の
観

点
か
ら
、
生
産
性
向
上
、
安
全

・
安
心
で
円
滑
な
人
や
モ
ノ
の

移
動
の
確
保
に
向
け
、
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
日
本
経
済
を
支
え
る
皆
様

の
ご
活
躍
を
支
援
す
る
た
め
、

【
国
土
交
通
省
】

金
子
恭
之
国
土
交
通
大
臣
、
酒

井
庸
行
国
土
交
通
副
大
臣
、
加

藤
竜
祥
国
土
交
通
大
臣
政
務

官
、
永
井
学
国
土
交
通
大
臣
政

務
官
、
石
和
田
二
郎
道
路
局

次
長
、
富
山
英
範
官
房
審
議
官

（
道
路
）
、
高
藤
喜
史
総
務
課

長
、
安
部
勝
也
道
路
交
通
管
理

課
長
、
松
本
健
企
画
課
長
、
水

野
宏
治
環
境
安
全
・
防
災
課

長
、
渡
邊
良
一
高
速
道
路
課

長
、
手
塚
寛
之
参
事
官
（
有
料

道
路
管
理
・
活
用
）
、
土
田
宏

道
参
事
官
（
自
転
車
活
用
推

進
）
、
和
田
卓
官
房
参
事
官

（
道
路
交
通
連
携
）

【
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
】

辻
元
清
美
委
員
長

【
友
誼
団
体
】

深
澤
淳
志
（
公
社
）
日
本
道
路

協
会
会
長

【
高
速
道
路
株
式
会
社
等
】

澤
田
聡
（
独
）
日
本
高
速
道
路

保
有
・
債
務
返
済
機
構
理
事

長
、
髙
橋
知
道
東
日
本
高
速
道

路
（
株
）
代
表
取
締
役
兼
副
社

長
執
行
役
員
建
設
事
業
本
部

長
、
牟
田
広
繁
中
日
本
高
速
道

路
（
株
）
取
締
役
常
務
執
行
役

員
建
設
企
画
本
部
長
、
安
達
雅

人
西
日
本
高
速
道
路
（
株
）
取

締
役
常
務
執
行
役
員
建
設
事
業

本
部
長
、
土
井
弘
次
首
都
高
速

道
路
（
株
）
代
表
取
締
役
専
務

執
行
役
員
、
植
田
雅
俊
阪
神
高

速
道
路
（
株
）
取
締
役
兼
常
務

執
行
役
員
、
松
浦
利
之
本
州
四

国
連
絡
高
速
道
路
（
株
）
企
画

部
長

【
国
会
議
員
・
本
人
】

《
衆
議
院
議
員
・
１
０
１
名
》

青
山
周
平
、
浅
田
眞
澄
美
、
阿

部
弘
樹
、
飯
泉
嘉
門
、
五
十

嵐
清
、
石
井
拓
、
石
橋
林
太

郎
、
稲
葉
大
輔
、
井
原
隆
、
井

原
巧
、
岩
崎
比
菜
、
岩
田
和

親
、
上
野
宏
史
、
上
原
正
裕
、

内
山
こ
う
、
衛
藤
博
昭
、
遠
藤

寛
明
、
大
串
正
樹
、
大
島
敦
、

岡
本
康
宏
、
長
田
紘
一
郎
、
小

田
原
潔
、
小
渕
優
子
、
尾
身
朝

子
、
鹿
嶋
祐
介
、
加
藤
貴
弘
、

金
子
恵
美
、
金
子
容
三
、
河
井

昭
成
、
川
松
真
一
朗
、
菅
家
一

郎
、
神
田
潤
一
、
栗
原
渉
、
黒

崎
祐
一
、
小
池
正
昭
、
こ
う
ら

い
啓
一
郎
、
小
寺
裕
雄
、
小
林

茂
樹
、
近
藤
雅
彦
、
坂
本
哲

志
、
坂
本
竜
太
郎
、
繁
本
護
、

島
田
智
明
、
鈴
木
英
敬
、
鈴
木

貴
子
、
世
耕
弘
成
、
瀬
戸
隆

一
、
高
木
宏
壽
、
高
沢
一
基
、

髙
鳥
修
一
、
髙
橋
祐
介
、
田
所

嘉
德
、
谷
川
と
む
、
田
野
瀬
太

道
、
辻
秀
樹
、
土
屋
品
子
、
土

井
亨
、
と
か
し
き
な
お
み
、
長

澤
興
祐
、
中
谷
元
、
中
谷
真

一
、
中
野
英
幸
、
中
村
裕
之
、

な
か
や
め
ぐ
、
仁
木
博
文
、
西

岡
秀
子
、
西
村
明
宏
、
西
山
尚

利
、
鳩
山
二
郎
、
東
田
淳
平
、

平
林
晃
、
深
澤
陽
一
、
藤
井
比

早
之
、
藤
沢
忠
盛
、
藤
丸
敏
、

藤
原
崇
、
古
川
康
、
細
田
健

一
、
堀
内
詔
子
、
本
田
太
郎
、

松
本
泉
、
水
野
よ
し
ひ
こ
、
三

ッ
林
裕
巳
、
宮
内
秀
樹
、
向
山

淳
、
村
木
汀
、
森
山
裕
、
盛
山

正
仁
、
保
岡
宏
武
、
山
口
俊

一
、
山
下
史
守
朗
、
山
下
貴

司
、
山
本
左
近
、
山
本
大
地
、

吉
川
里
奈
、
米
内
絋
正
、
若
林

健
太
、
若
山
慎
司
、
渡
辺
勝

幸
、
渡
辺
孝
一
、
渡
辺
真
太
朗

《
参
議
院
議
員
・
38
名
》

浅
尾
慶
一
郎
、
石
垣
の
り
こ
、

伊
藤
孝
江
、
井
上
義
行
、
猪
口

邦
子
、
江
島
潔
、
江
原
く
み

子
、
加
藤
明
良
、
上
月
良
祐
、

古
賀
之
士
、
小
林
孝
一
郎
、
こ

や
り
隆
史
、
櫻
井
充
、
塩
入
清

香
、
鈴
木
宗
男
、
高
木
真
理
、

滝
波
宏
文
、
出
川
桃
子
、
西
田

英
範
、
西
田
実
仁
、
芳
賀
道

也
、
羽
田
次
郎
、
原
田
秀
一
、

福
山
守
、
藤
井
一
博
、
藤
川
政

人
、
船
橋
利
実
、
星
北
斗
、
舞

立
昇
治
、
松
下
新
平
、
松
山
政

司
、
三
上
え
り
、
宮
本
周
司
、

山
下
雄
平
、
山
本
啓
介
、
横
山

信
一
、
吉
井
章
、
若
井
敦
子

【
国
会
議
員
・
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
・
１
１
０
名
》

青
木
ひ
と
み
、
麻
生
太
郎
、
池

畑
浩
太
朗
、
石
井
啓
一
、
石
坂

太
、
石
田
真
敏
、
石
破
茂
、
伊

東
良
孝
、
犬
飼
明
佳
、
井
上
信

治
、
岩
屋
毅
、
上
杉
謙
太
郎
、

浮
島
智
子
、
臼
木
秀
剛
、
う
る

ま
譲
司
、
英
利
ア
ル
フ
ィ
ヤ
、

遠
藤
敬
、
大
空
幸
星
、
尾
﨑
正

直
、
小
竹
凱
、
鬼
木
誠
、
河
西

宏
一
、
梶
山
弘
志
、
勝
目
康
、

門
寛
子
、
加
藤
大
博
、
神
谷

裕
、
河
野
正
美
、
黄
川
田
仁

志
、
岸
信
千
世
、
岸
田
文
雄
、

北
神
圭
朗
、
木
原
稔
、
木
村
次

郎
、
金
城
泰
邦
、
工
藤
彰
三
、

高
村
正
大
、
輿
水
恵
一
、
今
洋

佑
、
西
條
昌
良
、
階
猛
、
柴
山

昌
彦
、
白
坂
亜
紀
、
新
谷
正

義
、
鈴
木
俊
一
、
鈴
木
拓
海
、

住
吉
寛
紀
、
高
見
康
裕
、
高
山

聡
史
、
武
田
良
太
、
橘
慶
一

郎
、
棚
橋
泰
文
、
玉
木
雄
一

郎
、
俵
田
祐
児
、
津
島
淳
、
寺

田
稔
、
冨
樫
博
之
、
中
川
こ
う

い
ち
、
中
川
康
洋
、
中
曽
根
康

隆
、
中
田
宏
、
中
司
宏
、
中
根

一
幸
、
長
野
春
信
、
中
山
展

宏
、
中
山
泰
秀
、
鍋
島
勢
理
、

西
岡
義
高
、
西
園
勝
秀
、
西
野

太
亮
、
西
村
康
稔
、
西
銘
恒
三

郎
、
丹
羽
秀
樹
、
野
田
聖
子
、

野
中
厚
、
長
谷
川
淳
二
、
林
芳

正
、
原
田
直
樹
、
原
山
大
亮
、

平
沼
正
二
郎
、
広
瀬
建
、
深
作

ヘ
ス
ス
、
福
原
淳
嗣
、
藤
田
ひ

か
る
、
古
川
元
久
、
古
川
禎

久
、
牧
島
か
れ
ん
、
松
下
英

樹
、
松
本
尚
、
丸
尾
な
つ
子
、

美
延
映
夫
、
御
法
川
信
英
、
三

原
朝
利
、
宮
下
一
郎
、
向
山
好

一
、
村
岡
敏
英
、
森
よ
う
す

け
、
森
原
紀
代
子
、
簗
和
生
、

山
口
壯
、
山
崎
正
恭
、
山
田
賢

司
、
山
田
基
靖
、
横
田
光
弘
、

吉
田
真
次
、
吉
田
有
理
、
笠
浩

史
、
若
狹
清
史
、
和
田
政
宗
、

和
田
義
明
、
渡
辺
創

決
　
議

　
次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る

こ
と
。

一
、
我
が
国
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
日
本
列
島
を
再

び
豊
か
に
し
て
い
く
た
め
、
成
長
投
資
に
つ
な
が

る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
こ
と

一
、
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
を
踏
ま
え
た
関
係
予

算
に
つ
い
て
は
、
危
機
管
理
投
資
に
よ
る
強
い
経

済
の
実
現
の
観
点
も
踏
ま
え
、
通
常
道
路
予
算
と

は
別
枠
で
必
要
な
予
算
を
満
額
確
保
す
る
こ
と

一
、
安
心
し
て
道
路
空
間
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
安
全

な
走
行
空
間
の
確
保
に
向
け
、
計
画
的
な
老
朽
化

対
策
を
推
進
す
る
こ
と

一
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
や
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
へ
の
対
応
等
の
た
め
の
渋
滞
対
策
、
休
憩
施

設
や
交
通
結
節
機
能
の
強
化
を
推
進
す
る
こ
と

一
、
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
利
用
に
応
じ
た
公
平

な
料
金
制
度
を
基
本
と
し
つ
つ
、
事
業
者
向
け
割

引
を
継
続
す
る
こ
と

　
こ
れ
ら
の
項
目
も
踏
ま
え
、
我
が
国
の
経
済
や
地
域

の
生
活
・
な
り
わ
い
の
た
め
、
資
材
価
格
等
の
高
騰
、

近
年
の
建
設
業
に
お
け
る
人
件
費
の
上
昇
等
の
影
響
を

十
分
に
踏
ま
え
、
計
画
的
か
つ
長
期
安
定
的
な
道
路
整

備
・
管
理
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
の
創
設

等
に
よ
り
、
令
和
九
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、
所
要
額

を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

令
和
八
年
五
月
十
二
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
七
十
八
回
定
時
総
会

来
賓
挨
拶

来
賓
挨
拶

金
子
恭
之 
国
土
交
通
大
臣

来
賓
挨
拶

来
賓
挨
拶

辻
元
清
美
参
議
院

国
土
交
通
委
員
長

　

日
頃
か
ら
こ
の
物
流
・
人
流

を
お
支
え
い
た
だ
い
て
い
る
、

そ
し
て
道
路
に
関
わ
る
様
々
な

団
体
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
自

治
体
の
皆
様
も
含
め
ま
し
て
、

日
頃
の
活
動
に
ま
ず
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

第
78
回
定
時
総
会
の
ご
開
催
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

道
路
に
関
し
ま
し
て
は
、
か

つ
て
私
た
ち
の
政
権
の
と
き
に

は
国
土
交
通
省
で
働
か
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
と
き

か
ら
、
３
つ
の
こ

と
を
心
が
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
や

は
り
全
国
津
々
浦

々
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
で
す
。
こ
れ
は

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
を

は
じ
め
、
今
日
お
越
し
の
全
国

の
皆
様
の
地
域
で
も
非
常
に
充

実
し
て
る
と
こ
ろ
と
充
実
し
て

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
日
本
全

土
、
津
々
浦
々
ま
で
、
や
は
り

公
平
公
正
に
快
適
な
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
こ
れ
が

１
つ
目
で
す
。

　

そ
し
て
２
つ
目
は
、
老
朽
化

対
策
で
す
。
こ
れ
も
、
必
至
の

課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
道
路
の
整
備
だ
け
で
は
な

く
、
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
事
故
も

ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
道

路
の
下
を
走
っ
て
い
る
下
水
道

管
な
ど
の
老
朽
化
に
よ
っ
て
、

急
に
道
路
が
陥
没
し
た
り
、
ま

た
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
水
が
噴

き
出
す
、
マ
ン
ホ
ー
ル
が
飛
ん

で
く
る
、
と
い
う
よ
う
な
事
態

に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
道
路
の
高
規
格
化
、
ミ

ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
と
と

も
に
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対

策
を
２
つ
目
の
大
き
な
柱
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
新
し
い
も
の
を
造
る
こ
と

と
、
老
朽
化
し
た
も
の
を
し
っ

か
り
修
復
し
て
い
く
、
こ
の
２

つ
を
セ
ッ
ト
に
し
て
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
１
つ
が
、
命
の

道
で
あ
り
ま
す
。
能
登
半
島
の

復
旧
も
、
ま
だ
道
半
ば
で
、
多

ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
実
な
休
憩
機

会
の
確
保
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
環
境
改
善
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
山
積
す
る
課
題
解
決

に
加
え
、
昨
今
の
人
件
費
や
資

材
価
格
の
高
騰
等
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

必
要
な
予
算
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
皆
様
の
力
強
い
お
力
添
え

が
、
ま
た
全
国
か
ら
沸
き
起
こ

る
よ
う
な
熱
意
が
必
要
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
現
場
力
・
総
合
力
を
最

大
限
に
活
か
し
ま
し
て
、
国
民

の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
確

保
、
災
害
に
屈
し
な
い
強
靱
な

国
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

く
の
皆
様
が
故
郷
に
帰
れ
な
い

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
い
ざ
災
害
に
な
っ
た
と
き

の
道
路
の
強
化
で
あ
る
と
と
も

に
、
災
害
の
と
き
に
は
道
路
が

１
番
大
事
で
あ
り
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
の
時
に
１
番
最
初
に

や
っ
た
の
が
、
く
し
の
歯
作
戦

で
あ
り
ま
す
。
ま
ず
道
路
を
通

れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と

を
１
番
最
初
に
行
い
、
こ
れ
は

ど
こ
の
災
害
が
あ
っ
て
も
同
じ

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
災
害
に
強
い
道
路
づ
く
り

と
と
も
に
、
い
ざ
災
害
に
な
っ

た
と
き
に
道
を
ど
う
守
っ
て
い

く
の
か
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
、
老
朽
化
対
策
、
そ
し
て
命

の
道
、
こ
の
３
つ
を
心
が
け

て
、
今
日
お
集
ま
り
の
人
流
・

物
流
を
は
じ
め
と
す
る
利
用
者

の
皆
様
方
、
そ
し
て
地
方
自
治

体
の
皆
様
と
一
緒
に
力
を
合
わ

せ
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

《
参
議
院
議
員
・
51
名
》

朝
日
健
太
郎
、
安
藤
裕
、
石
井

準
一
、
石
井
浩
郎
、
今
井
絵
理

子
、
岩
本
剛
人
、
上
田
清
司
、

上
野
通
子
、
大
家
敏
志
、
奥

村
祥
大
、
か
ご
し
ま
彰
宏
、

加
田
裕
之
、
片
山
大
介
、
北
村

経
夫
、
小
林
一
大
、
小
林
さ
や

か
、
里
見
隆
治
、
柴
田
巧
、
清

水
真
人
、
進
藤
金
日
子
、
杉
本

純
子
、
鈴
木
大
地
、
石
平
、
関

口
昌
一
、
高
橋
克
法
、
竹
谷
と

し
子
、
堂
込
麻
紀
子
、
中
西
祐

介
、
長
浜
博
行
、
野
村
哲
郎
、

橋
本
聖
子
、
長
谷
川
岳
、
馬
場

成
志
、
平
木
大
作
、
平
山
佐
知

来
賓
紹
介

来
賓
紹
介

子
、
福
士
珠
美
、
堀
井
巌
、
本

田
顕
子
、
牧
野
た
か
お
、
松
村

祥
史
、
水
野
孝
一
、
宮
沢
洋

一
、
宮
出
千
慧
、
宮
本
和
宏
、

森
ゆ
う
こ
、
山
内
佳
菜
子
、
山

崎
正
昭
、
山
田
吉
彦
、
山
本
佐

知
子
、
若
林
洋
平
、
渡
辺
猛
之

【
祝
電
】

《
衆
議
院
議
員
》

小
川
淳
也
、
西
岡
義
高
、
堀
内

詔
子
、
山
口
俊
一

《
参
議
院
議
員
》

見
坂
茂
範
、
小
林
さ
や
か
、
辻

本
清
美
、
庭
田
幸
恵
、
森
本
真

治
、
山
田
吉
彦

（
敬
称
略
）

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
は
、
「
高
速
道
路
Ｓ
Ａ

・
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
利
便
性
向
上

に
関
す
る
整
備
方
針
」
を
踏
ま

え
、
休
憩
施
設
に
お
け
る
利
便

性
向
上
に
関
す
る
各
種
取
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

今
回
、
令
和
７
年
度
の
大
型

車
駐
車
マ
ス
拡
充
実
績
お
よ
び

令
和
８
年
度
の
増
設
工
事
予

定
、
並
び
に
そ
の
他
の
取
組
み

に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
公
表
し

た
。

【
休
憩
施
設
に
お
け
る
利
便
性

向
上
に
関
す
る
取
組
み
】

　

既
存
エ
リ
ア
内
の
レ
イ
ア
ウ

ト
変
更
や
大
型
車
・
小
型
車
と

も
に
利
用
可
能
な
兼
用
マ
ス
の

追
加
等
に
よ
り
、
令
和
７
年
度

は
全
国
21
箇
所
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ

に
お
い
て
、
大
型
車
駐
車
マ
ス

約
４
５
０
台
※
の
拡
充
が
完
了

し
た
。

　

令
和
８
年
度
は
全
国
23
箇
所

の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
い
て
大
型

車
駐
車
マ
ス
約
５
２
０
台
※
の

増
設
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

加
え
て
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を

考
慮
し
た
休
憩
施
設
に
お
け
る

利
便
性
向
上
に
関
す
る
取
組
み

も
推
進
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。

※
兼
用
マ
ス
、
ト
レ
ー
ラ
ー
マ

ス
お
よ
び
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
マ
ス
を
含
む

《
取
組
み
概
要
》

①
駐
車
マ
ス
の
拡
充

○
大
型
車
駐
車
マ
ス
の
拡
充

（
令
和
７
年
度
に
約
４
５
０
台

の
拡
充
完
了
、
令
和
８
年
度
は

約
５
２
０
台
の
増
設
工
事
を
予

定
）

②
確
実
な
駐
車
機
会
の
提
供

○
大
型
車
短
時
間
限
定
駐
車
マ

ス
の
整
備
（
令
和
７
年
度
ま
で

に
44
箇
所
完
了
、
令
和
８
年
度

も
引
き
続
き
10
箇
所
整
備
予

定
）―

政
令
市
間
を
結
ぶ
幹
線

道
路
に
お
け
る
短
時
間
限

定
マ
ス
の
整
備
状
況

―
適
正
利
用
に
向
け
た
画

像
処
理
技
術
の
導
入
に
よ

る
情
報
提
供
後
の
利
用
状

況
③
休
憩
施
設
空
白
区
間
の
解
消

○
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内
側
駐

車
場
の
試
行
運
用
結
果
（
北
関

東
道　

桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
、
常
磐

道　

浪
江
Ｉ
Ｃ
）

○
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内
側
駐

車
場
の
試
行
拡
大
（
東
九
州
道　

大
分
農
業
文
化
公
園
Ｉ
Ｃ
、
日

向
Ｉ
Ｃ
）

○
高
速
道
路
本
線
の
利
用
可
能

な
土
地
に
ミ
ニ
Ｐ
Ａ
を
整
備

（
西
九
州
道　

武
雄
南
Ｉ
Ｃ
～

波
佐
見
有
田
Ｉ
Ｃ
間　

下
り

線
）

○
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
新
規

整
備
に
着
手
（
常
磐
道　

大
熊

Ｐ
Ａ
（
仮
称
）
）

④
物
流
効
率
化
・
労
働
環
境
改

善○
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
駐
車

マ
ス
の
整
備
（
令
和
７
年
度
ま

で
に
２
０
４
箇
所
完
了
、
令
和

８
年
度
さ
ら
に
６
箇
所
拡
大
予

定
）―

予
約
駐
車
マ
ス
の
整
備

拡
大
（
新
東
名　

駿
河
湾

沼
津
Ｓ
Ａ
、
浜
松
Ｓ
Ａ
）

○
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
シ
ャ
ワ
ー
施

設
の
利
便
性
向
上
を
推
進
（
令

和
７
年
度
ま
で
に
50
箇
所
整

備
、
令
和
８
年
度
さ
ら
に
２
箇

所
拡
大
予
定
）

⑤
混
雑
状
況
の
把
握
・
情
報
提

供○
新
た
な
情
報
技
術
を
活
用
し

た
情
報
提
供
に
向
け
た
取
組
状

況

休憩施設における休憩施設における
利便性向上に関する取組み利便性向上に関する取組み

令和8年度は大型車駐車マス
約520台の増設工事を予定


